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人・ことば・こころとの出会い
益地 憲一
46年間の教員生活の中で、多くの人・ことば・こ
ころに出会えた。
「人皆我が師」と言われるが、これまで出会った
お一人お一人を思い浮かべると、そのことが実感さ
れる。中でも、次の四人の方は私に国語教育の道を
直接示し導いて下さった恩人である。お出会いした
順に、巳野欣一・齊藤喜門・飛田多喜雄・野地潤家
の先生方である。前のお二人には実践者としてのあ
りようと必要な知識技術を、後のお二人には研究者
としての心構えと厳しさを教えていただいた。
巳野欣一先生は、お出会いした当時奈良教育大学
附属中学校におられ、近畿地区国立大学附属連盟中
高国語部会でのご指導をきっかけとして、様々な機
会に実践における緻密さと資料の大切さ等、多くの
ことを教えて下さった。齊藤喜門先生にはお茶の水
女子大学附属中学校に転任後、国語準備室の隣の席
で教材研究やご指導の実際を日々直接に学ばせてい
ただき、他大学に移られてからも国語教育実践理論
の会を中心に長くご指導いただいた。
飛田多喜雄先生は、国語教育実践理論の会の初代
会長としてのお立場から、ご自身の小学校・中学
校・高校・大学の教職経験を踏まえて、教育実践が
実践的研究につながることと、その具体的な手立て
を教えて下さった。併せて、全国的な視野で国語教
育を見ることや、「一道精進」の大切さも教えて下
さった。
野地潤家先生には学問的研究の深遠さとおもしろ
さとを教えていただいた。「既成の評論家の鑑賞を
高とし、自らの鑑賞を低とするような態度は避ける
べきだ。」といった研究に取り組む基本的な態度か
ら始まって、ご自身や大村はま先生の例を挙げなが
ら、厳しく具体的に教えて下さった。当時話された
内容は大学院時代の冊のノートに記録しており、
今も行き詰まった折などに取り出し、読み返してい
る。
「研究者必ずしも尊からず、また、実践者必ずし
も尊からず」「実践即研究」「地下百尺を掘って清泉
を得る」などの「野地語録」と名付けたことばの
数々を見ていると、20年近い現職経験を経て改めて
学び直す喜びと歴史研究に挑戦するおののきがよみ
がえってくる。
これら四人の先生方との出会いだけでなく、私を
前進させたり、新しい視野を与えてくれた出会いは
数多くある。困難校といわれていた初任校で出会っ
た数歳上の先輩たちは、生身の人間である生徒と真
剣に向き合うことの大切さを教えてくれた。また、
教え子からも学んだ。そのうちの一人は、私が大学
へ移る際にくれた手紙に、「子どもは今、海や山に
連れて行くと、風に舞う木の葉や光にきらきら光る
波に大喜びをしている。母親としてはこの子が学校
教育を受ける中で、知識や技能と交換にこうした素
直で豊かな感性を失わないことを願い、そのような
教育のできる教師を育ててほしい。」という趣旨の
ことを書いてくれた。このことばは、長らく教師教
育にあたる私の銘であった。
人との出会いは、多くの場合このようにことばを
伴って心に残っている。それは私がことばを専門領
域とするためでもあるのかもしれない。しかし、そ
うしたことばは、心の中で静かに鳴り続けている音
のように、琴線に触れて響いている。まだ20代の
頃、ある他府県の附属学校の先輩が私の授業を「は
んなりとした授業」と評してくれたことがある。は
じめて出会った「はんなり」ということばはそれ以
後、私が授業を計画し、実践・評価する際の観点の
一つとなった。また、はじめて経験した特別支援学
校の実習視察の際に、副校長先生から言われた「健
常児は教師に合わせてくれますが、障害のある児童
には教師が合わせなければなりません。でもそれが
教育の原点でしょう。」ということばは25年近く
たった今でも強烈に響いている。
人のありようやことばには、その人の心が込めら
れている。具体例を挙げる紙幅はないが、さりげな
い態度やことばにその人の優しさや励ましなどを感
じたことは多く、そのたびに救われ励まされた。教
育の根底にある心のつながりや思いやりを大切にし
たいものである。
こうした「人・ことば・こころ」との出会いを振
り返ったのは、これまで歩んできた国語教育、こと
ばの教育を、そうした出会いを確かで豊かにするも
のでありたいと考えてきたからである。果たして与
えられた出会いを十分に生かせたであろうか。
これからは信州大学以来続けてきた信州国語教育
実践理論研究会（こまくさ会）や、国語教育実践理
論研究会（KZR）などの場を通して、これまで学
ばせていただいたことを後に続く若い教師に伝えて
いきたいと考えている。
